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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 18,302 △8.2 △181 ― △189 ― △60 ―
27年3月期第3四半期 19,944 △10.1 △168 ― △238 ― 1,399 190.6

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 △98百万円 （―％） 27年3月期第3四半期 1,791百万円 （132.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 △1.52 ―
27年3月期第3四半期 35.11 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 30,883 11,216 36.3
27年3月期 31,440 11,435 36.4
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 11,216百万円 27年3月期 11,435百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― ― ― 3.00 3.00
28年3月期 ― ― ―
28年3月期（予想） 3.00 3.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,500 △6.4 500 214.4 400 187.4 300 △76.7 7.53



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注)詳細は、添付資料５ページ「２．（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料５ページ「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 40,697,476 株 27年3月期 40,697,476 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 844,639 株 27年3月期 838,991 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 39,855,764 株 27年3月期3Q 39,863,808 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、為替の変動による原材料や輸入品の価格の上昇

による個人消費の伸び悩みがみられるほか、中国経済の減速や国際情勢の不安による世界経済の下振

れなどを背景に、引き続き先行き不透明な状況で推移しております。 

このような環境下にあって当社グループは、現行の中期経営計画期間の２年目に当たり、既存事業

部門の安定化を図りつつ、新規事業の開発に積極的にチャレンジし、経営基盤再構築の基礎の年と位

置づけて、今年度をスタートさせております。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は１８３億２百万円（前年同

期比８．２％減）、営業損失は１億８千 1百万円（前年同期は営業損失１億６千８百万円）、経常損失

は１億８千９百万円（前年同期は経常損失２億３千８百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失

は６千万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益１３億９千９百万円）となりました。 

 

セグメントの状況は以下のとおりです。 

〔和装事業〕 

ツカモト株式会社及び市田株式会社における和装事業につきましては、営業管理体制・組織運営

の合理化に伴う経費節減、不採算催事からの撤退、催事以外での売上拡大策の実施等に取り組み、

減収となりましたが損益は改善いたしました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は４４億３百万円（前年同期比２２．２％減）、セグメント損失

（営業損失）は２億２千８百万円（前年同期はセグメント損失２億８千３百万円）となりました。 

 

〔洋装事業〕 

ツカモトアパレル株式会社におけるメンズ事業及びＯＥＭ・婦人テキスタイル事業につきまして

は、春夏物から続く受注減少傾向が秋冬物においても継続した影響により減収減益となりました。 

ツカモトユーエス株式会社におけるユニフォーム事業につきましては、新規受注物件の獲得が進

み増収増益となり、黒字に回復いたしました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、７０億３千２百万円（前年同期比９．３％増）、セグメント

損失（営業損失）は３千３百万円（前年同期はセグメント損失７百万円）となりました。 

 

〔ホームファニシング事業〕 

市田株式会社におけるホームファニシング事業につきましては、売上高は採算性の良い店舗への

絞込み等により増収となり、また仕入コストの削減による利益率の改善が奏効し増益となりました。 

以上の結果、売上高は、３９億４千７百万円（前年同期比１．２％増）、セグメント利益（営業利

益）は、６千７百万円（前年同期比５３．５％増）となりました。    
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〔健康・生活事業〕 

ツカモトエイム株式会社における健康・生活事業につきましては、主力商品の販売が減少し、新

規商材の投入が遅れたことが影響し、売上高は前年を大きく下回り、減収減益となりました。 

以上の結果、売上高は、２０億９千６百万円（前年同期比３３．３％減）、セグメント損失（営業

損失）は、１億９千万円（前年同期はセグメント損失９千３百万円）となりました。 

 

〔建物の賃貸業〕 

株式会社ツカモトコーポレーションにおける建物の賃貸業につきましては、前期に取得した目黒

東山スクエアビルの賃貸収入が寄与し、増収増益となりました。 

以上の結果、売上高は、９億３千１百万円（前年同期比７．４％増）、セグメント利益（営業利益）

は、３億８千６百万円（前年同期比２１．２％増）となりました。 

 

〔その他事業〕 

倉庫業につきましては、既存物流事業からの撤退を決定していることから、売上高は前年を大き

く下回り減収となり、損失の計上となりました。  

以上の結果、売上高は、１億７千２百万円（前年同期比４７．１％減）、セグメント損失（営業損

失）は、５千４百万円（前年同期はセグメント損失９千１百万円）となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が 1億 3千 7百

万円増加、受取手形及び売掛金が１５億８千９百万円減少、たな卸資産が５億７千１百万円増加、その

他の未収入金が３億６千１百万円増加したこと等により流動資産が４億５千８百万円の減少となりま

した。また、有形固定資産が１億６千２百万円減少、投資等が７千４百万円増加したこと等により固定

資産が９千８百万円減少し、資産合計は５億５千６百万円減少の３０８億８千３百万円となりました。 

また負債の部では、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金が３億８千４百万円増加、未払法

人税等が１億８千２百万円減少、短期借入金が４億２千５百万円増加したこと等により流動負債が５億

４千万円の増加となりました。また、長期借入金の８億１千８百万円の減少等により固定負債が８億７

千８百万円減少し、負債合計は３億３千７百万円減少の１９６億６千７百万円となりました。 

純資産の部では、前連結会計年度末に比べ、株主資本合計が１億８千１百万円減少し、その他の包括

利益累計額の繰延ヘッジ損益が３千万円の減少、退職給付に係る調整累計額が３千５百万円減少したこ

と等により、純資産合計は２億１千８百万円減少の１１２億１千６百万円となりました。 

 

キャッシュ・フローの状況の分析 

当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は２７億６千４百万円

で前連結会計年度末より１億３千７百万円増加、また、前年同期と比べ５千９百万円の増加となりま

した。 
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(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、６億８千６百万円（前年同期

は９億９千７百万円の増加）となり、これは主に、売上債権の減少額が、税金等調整前四半期純損

失の計上とたな卸資産の増加額を上回ったこと等によるものであります。この結果、前年同期と比

べて３億１千１百万円の減少となりました。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の増減は、ほぼありませんでした（前年

同期は５０億６千７百万円の減少）。この結果、前年同期と比べて５０億６千７百万円の増加となり

ました。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、５億４千９百万円（前年同期

は２億４千８百万円の減少）となり、これは主に長期及び短期借入金の返済による支出と配当金の

支払額が短期借入れによる収入を上回ったこと等によるものであります。この結果、前年同期と比

べて３億円の減少となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想としましては、現段階での平成２７年５月１５日発表の通期連結業績予想の修正は行っ

ておりません。 

ただし、通期の業績見込みについて見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

   「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年 9月 13 日。以下「企業結合会

計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年 9 月 13

日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第 7号 平

成 25 年 9 月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を第 1 四半期連結会計期間から適用

し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上

するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしまし

た。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結

財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の

組替えを行っております。 

当第３四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動

を伴わない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキ

ャッシュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連

結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フロ

ーは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法変更しております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－2 項（4）、連結会計基準第 44

－5 項（4）及び事業分離等会計基準第 57－4 項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第 1

四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,636 2,774 

    受取手形及び売掛金 5,297 3,708 

    有価証券 101 101 

    たな卸資産 2,595 3,166 

    その他 414 836 

    貸倒引当金 △9 △9 

    流動資産合計 11,036 10,578 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 3,883 3,775 

      土地 11,316 11,316 

      その他（純額） 215 161 

      有形固定資産合計 15,415 15,253 

    無形固定資産     

      その他 65 54 

      無形固定資産合計 65 54 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 4,147 4,181 

      退職給付に係る資産 439 515 

      その他 464 366 

      貸倒引当金 △128 △65 

      投資その他の資産合計 4,923 4,997 

    固定資産合計 20,403 20,305 

  資産合計 31,440 30,883 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 5,323 5,708 

    短期借入金 5,644 6,069 

    未払消費税等 161 124 

    未払法人税等 222 39 

    繰延税金負債 15 12 

    返品調整引当金 65 36 

    その他 560 542 

    流動負債合計 11,993 12,534 

  固定負債     

    長期借入金 4,480 3,661 

    繰延税金負債 2,374 2,387 

    再評価に係る繰延税金負債 13 13 

    退職給付に係る負債 346 335 

    役員退職慰労引当金 38 27 

    資産除去債務 18 18 

    その他 740 687 

    固定負債合計 8,011 7,132 

  負債合計 20,004 19,667 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,829 2,829 

    資本剰余金 709 709 

    利益剰余金 6,276 6,096 

    自己株式 △100 △101 

    株主資本合計 9,714 9,533 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 1,237 1,265 

    繰延ヘッジ損益 5 △24 

    土地再評価差額金 8 8 

    為替換算調整勘定 9 8 

    退職給付に係る調整累計額 459 424 

    その他の包括利益累計額合計 1,720 1,682 

  純資産合計 11,435 11,216 

負債純資産合計 31,440 30,883 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 19,944 18,302 

売上原価 14,369 13,387 

売上総利益 5,575 4,915 

返品調整引当金繰入額 33 36 

返品調整引当金戻入額 62 65 

繰延リース利益繰入額 1 - 

繰延リース利益戻入額 1 0 

差引売上総利益 5,604 4,945 

販売費及び一般管理費     

  広告宣伝費 399 238 

  旅費及び交通費 409 312 

  荷造運搬費 472 464 

  貸倒引当金繰入額 △3 6 

  給料 1,861 1,734 

  賞与 206 186 

  退職給付費用 149 8 

  役員退職慰労引当金繰入額 1 - 

  福利厚生費 442 428 

  業務委託費 477 550 

  減価償却費 90 88 

  賃借料 302 304 

  その他 960 803 

  販売費及び一般管理費合計 5,772 5,127 

営業損失（△） △168 △181 

営業外収益     

  受取利息 20 10 

  受取配当金 45 44 

  保険配当金 5 5 

  投資有価証券売却益 - 30 

  為替差益 - 5 

  その他 51 45 

  営業外収益合計 123 143 

営業外費用     

  支払利息 126 113 

  手形売却損 8 7 

  為替差損 4 - 

  貸倒引当金繰入額 30 - 

  その他 23 31 

  営業外費用合計 193 151 

経常損失（△） △238 △189 
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                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

特別利益     

  固定資産売却益 1,774 - 

  特別利益合計 1,774 - 

特別損失     

  事業構造改善費用 155 - 

  特別損失合計 155 - 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△） 

1,380 △189 

法人税、住民税及び事業税 △53 △129 

法人税等調整額 33 - 

法人税等合計 △19 △129 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,399 △60 

（内訳）     

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社
株主に帰属する四半期純損失（△） 

1,399 △60 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配
株主に帰属する四半期純損失（△） 

- - 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 281 28 

  繰延ヘッジ損益 46 △30 

  為替換算調整勘定 0 △0 

  退職給付に係る調整額 63 △35 

  その他の包括利益合計 391 △37 

四半期包括利益 1,791 △98 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 1,791 △98 

  非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△） 

1,380 △189 

  減価償却費 219 211 

  有形及び無形固定資産除却損 17 5 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 19 △1 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 30 △121 

  その他の引当金の増減額（△は減少） 3 △39 

  受取利息及び受取配当金 △66 △55 

  支払利息 126 113 

  有価証券売却損益（△は益） △4 △30 

  為替差損益（△は益） 4 △5 

  固定資産売却損益（△は益） △1,774 △0 

  売上債権の増減額（△は増加） 425 1,634 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △393 △571 

  仕入債務の増減額（△は減少） 67 185 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △80 △42 

  その他 159 △100 

  小計 134 990 

  利息及び配当金の受取額 99 94 

  利息の支払額 △125 △110 

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 889 △287 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 997 686 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の預入による支出 － △10 

  定期預金の払戻による収入 － 10 

  有形及び無形固定資産の取得による支出 △7,230 △78 

  有形及び無形固定資産の売却による収入 2,252 8 

  投資有価証券の取得による支出 △1 △1 

  投資有価証券の売却による収入 9 40 

  貸付けによる支出 △30 - 

  その他の支出 △73 △0 

  その他の収入 6 30 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △5,067 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入れによる収入 6,979 3,712 

  短期借入金の返済による支出 △7,001 △3,387 

  長期借入れによる収入 500 - 

  長期借入金の返済による支出 △568 △718 

  リース債務の返済による支出 △39 △35 

  自己株式の取得による支出 △0 △0 

  配当金の支払額 △118 △118 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △248 △549 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,318 137 

現金及び現金同等物の期首残高 7,023 2,626 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,704 2,764 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

 Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成 26 年 4月 1日  至 平成 26 年 12 月 31 日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

　セグメント利益又は
　セグメント損失(△)

△ 21

0

5,663

10

632

318

866

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業等を含んでおります。

計

19,763

244

20,008

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

3,1456,432
　外部顧客に対する
　売上高

3,889

（単位：百万円）

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

建物の

賃 貸 業

報告セグメント
その他
（注）

合　計

2330

3,145

△ 93

5,663

―

△ 283 △ 112

20,335

390

43

3,8996,432

△ 7

19,944

△ 91

326

145

180

 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 △ 21
　「その他」の区分の損失(△) △ 91
　セグメント間取引消去 3
　全社費用（注） △ 58

△ 168
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△)

 

 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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 Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1日  至 平成 27 年 12 月 31 日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

　セグメント利益又は
　セグメント損失(△)

△ 53

18,584

281

18,302

△ 54

172

90

82

4,403

1

△ 228

0

67

3,9477,032

△ 33 386

931

17810

2,096

△ 190

（単位：百万円）

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

建物の

賃 貸 業

合　計

0

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業等を含んでおります。

計

18,220

190

18,411

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

2,0854,401

0

　外部顧客に対する
　売上高

3,947

報告セグメント
その他
（注）

7,032 752

 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 0
　「その他」の区分の損失（△） △ 54
　セグメント間取引消去 2
　全社費用（注） △ 130

△ 181
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△)

 

 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

前第２四半期連結会計期間より、従来「その他」でありました「倉庫業」について量的な重要性

が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しておりましたが、倉庫業における既存物

流事業からの撤退を決定し、重要性が乏しくなったことに伴い、第１四半期連結会計期間より、従

来「倉庫業」として記載していた報告セグメントについては、「その他」の区分に変更しておりま

す。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したも

のを記載しております。 
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